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［問い 3］ 

設問 

 

［問い 4］ 

［問い 1］ 

事例Ⅰの CCt11 （相応しい・相応しくない） 

 

 
理由： 

 

 

［問い 2］ 

事例Ⅱの CCt11 （相応しい・相応しくない） 

 理由： 
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事例Iでは、ＣＬのこれまでの経験について質問をすることで語られた仕事においてコミュニケーシ

ョンが大事というＣＬの自己概念に好意的関心を示すことなく、適性や経験も必要というＣＣｔのも

のの見方に基づき問題解決を図るような応答をしている。このため、ＣＬとの信頼関係も築けていな

いと思われる。一方、事例IIではＣＬのワクワクする、文具が好きといった感情に好意的関心を示

し、焦点を当てて問いかけることにより、ＣＬの自己探索が始まっている。そして、コミュケーショ

ンより大事なことに気づきを与え、さらに問いかけることでＣＬの自己概念に変容が生まれている。 

 

 

 

    仕事ではコミュニケーションが大事というＣＬの考えを具体性のないことと否定的に応答

し、ＣＣｔの意見を一方的に提案しており、その後ＣＬの納得も得られていないため。 

 

   文具が好きという仕事へのモチベーションがコミュニケーションよりも大事だとＣＬに問いか

けている。それによりＣＬの自問自答が始まり、その結果ＣＬに新たな気づきも生まれているため。 

 

 

ＣＬは今まで「時間をかけて」、「コミュニケーション」を大切にしながら仕事をしてきたが、オンラ

インになり苦手意識を持ち、周りから「ぎこちない」と指摘され自信をなくして自己効力感が低下し

ていると見受けられる。また、これまでのようにフェイストゥフェイスではなくオンラインで周囲と

もコミュニケーションをとって連携しなければならないことから不安を抱えている。さらに仕事のモ

チベーションが何であるかを気づけていなかったことから、自己理解も不足していると思われる。 

 

まずは、傾聴する姿勢を続け、信頼関係の構築に努めていく。そして、これまでの仕事についてお話

を伺い、ＣＬの仕事に対する思いや成功体験などについて振り返ってもらう。それにより、自己効力

感を高めてもらい、ＣＬ自身の行動変容を促す。また、コミュニケーションより大事だと思うことの

優先順位について整理することで、自己理解を深めてもらう。そのうえで、ＣＬが新プロジェクトを

やり遂げるためには何が必要で、何が出来るかを一緒に考える。以上により、それに向けた具体的な

行動計画を立案し、ＣＬが前向きに新しいプロジェクトに取り組んでいけるように支援していく。 
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